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1.　 国際学会ルポ （AMCIS2024米国ソルトレ
イクシティ開催報告）

1.1　AMCISカンファレンスの概要
米国ソルトレイクシティ（Salt Lake City, Utah）に

てAMCIS2024（Americas Conference on Information 
Systems）国際カンファレンスが，2024年 8月14日
から 17日にかけて開催された．主会場はソルト
レイクシティの中心部にあるGrand America Hotel
であった．大会テーマは「Challenges with Digital 
Equity, and Social Entrepreneurship」としてイノベー
ションやArti�cial Intelligence （AI）にも焦点を置い
ている．今回のAMCISでの論文の投稿件数は全体
で 600件を超え，参加者は約千人規模，採択率は
40–50%程度であった．今回のソルトレイクシティ
開催の AMCIS国際会議での Panel討議や周囲の様
子を，次の写真 1にて共有する．

AMCIS国際会議は今回で第 30回を迎え，記念
すべき国際会議となった．AMCISではドクトラル
コンソーシアム（Doctoral Consortium）も開催され，
私も過去の AMCISの当イベントに出席し，米国
の大学院の教員の役割を担う上で大変役に立った．
AIS（Association for Information Systems）の各地域
における国際会議には，今回ご報告のアメリカ大陸 
（Region 1）の AMCIS, および欧州，アフリカ，中

東地域（Region 2）の ECIS （European Conference 
on Information Systems），パシフィック・アジア
地域（Region 3）の PACIS（Paci�c Asia Conference 
on Information Systems） がある．また，AISが主
催する世界全体での国際会議 ICIS（International 
Conference on Information Systems）は毎年 12月に，
上記 3地域の中で，順次地域を移して開催されてい
る．

1.2　Global AISでの活動
私自身のGlobal AISでの活動としては，各AISの

国際会議や米国・欧州・豪州にて，私が 2018年– 
2019年初めにかけて Springer Nature社より出版し
た Book「Enterprise Architecture for Global Compa-
nies in a Digital IT Era: AIDAF」［1］ 関係を中心に，
AISの各国際会議（AMCIS, PACIS）にて 2020年
までに Full Paper採択を受け発表，2021年に AIS 
Distinguished Memberに選出された．その後 2022
年以降も「グローバル組織と Leadership」分野を
含め順調に AMCIS2022国際会議でWorkshop採
択と開催，ICIS2022国際会議での Panel採択と開
催（SIG Education）等を成功裡に遂行，合わせて
私の上記書籍［1］が 2023年 1月に「Global AIS – 
Outreach Practice Publication Award」をアジア圏
（日本含む）として初めて受賞した．更にGlobal 
AISのDirector （Leadership in IT）に選考され着任，
2023年 12月の ICIS国際会議でも Panel採択と開催
（Main Conference/SIG Education両方）を成功裡に
実施，2024年にも私が「Global AIS – Outstanding 
Contribution Award（Leadership in IT）」を受賞，
2023年–2024年には上記の私も担当する SIGLEAD 
（Leadership in IT）が「Global AIS Outstanding Com-
munities」に選出されている．
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写真 1　AMCISの会場（Panel討議）や周囲の様子
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1.3　AMCIS採択Workshop, 基調講演等
AMCIS2024国際会議での基調講演は，先の

写真 1の「Keynote Panel Session」の形式で今回
8月 16日（金）午前 11時（米国現地時間）よ
り行われた．上記の Panel形式の基調講演のタ
イ ト ル は「AI-Driven Innovation in Digital Social  
Entrepreneurship: Shaping the Future of Research 
and Practice」であり，Panelistとして米Microsoft
社 Product Director の Jared Andersen 氏，Brigham 
Young Universityの Bonnie Anderson教授，Ances-
try.com社CEOの Paul Allen氏らが登壇した．
また，AMCIS2024でのWorkshopは 8月 14日

（水）に 7件，8月 15日（木）に 4件が実施され，
各WSのテーマに関心を持つ聴衆が集まった．私が
議長を担当したAMCIS採択Workshop「Next Gen-
eration IS Leaders – Roles for Educational Institutions 
and Professional Associations （SIGLEAD）」 は 8 月
14日（水）午前 8時 30分より正午（米国現地時
間）まで実施され，20名を超える Professorを中心
とした参加者が集まり，非常に活発な議論も展開
された．実際のWS講演と Panel討議の内容として
は，前述の 2022年 12月に ICIS国際会議（デンマー
ク開催）にて「Global AIS – Outreach Practice Pub-
lication Award」を受賞した私の書籍［1, 2］で説
明しているデジタル IT時代のデジタル・トランス
フォーメーションの進め方（AIDAF Framework）, 
およびこの中での AI戦略策定と適用・推進の方法
［2, 3］を私（増田）より説明し，「Major changes in 
technology and adoption」「Transdisciplinary nature 
of IS/IT （CS, IS, SE, law, etc.）」「CIO, Chief AI Of-
�cer, etc. leading digital innovation, how to prepare 
next gen」「Industry partnerships for experiential 
learning, skills gap」等の題目の各討議を，私と米
国（Prof. Anitha, Dr. Jing Tang, Dr. Sam），カナダ
（Dr. Stephane）の各教授陣，米国 ISACA（Je� – Sr. 
Dir, Academic Relationship）により行った．合わせ
て当WS参加者との討議も活発に進行した．今回の
AMCIS国際会議のWorkshopと Panel討議の様子
を，次の写真 2にて共有する．

2.　 研究部会報告（デジタル戦略アーキテク
チャ研究会）

2.1　AIDAF FrameworkとDigital Innovation
本研究部会の方は日本で年数回の頻度で開催し
立ち上げ，テーマ分野の性格上，デジタル戦略と
グローバル組織の両面から，有識者の方にも参画
いただくオープンな形での活動を進めた．一方で，
2021年に米国 ISACA国際本部より前述の私の書
籍［1］と AIDAF（Adaptive Integrated Architecture 
Framework）が第 1回目の「Global Innovative Solu-
tion Award」を受賞してから，米国中心Globalに
て上記書籍［1］と Frameworkが「Digital Transfor-
mationのための Framework」として「Global Inno-
vation」の一つと認知され，AISの各地域の国際会議
でも同様な協議がされている［4］．
実は，2019年に上記書籍［1］を出版した当初，

私は米国 Carnegie Mellon大学院の Computer Sci-
ence部門に研究員として在籍していたが，米国ペン
シルベニア州ピッツバーグにある米Carnegie Mel-
lon大学Computer Science部門のビルのMain Street
の向かい側に，米Carnegie Mellon大学院MBAス
クールのビルが存在し，そこでDigital Innovation
と戦略を専門とする Sean Ammirati教授と出会い，
彼が提唱しているDigital Innovation Approach［5］
の説明を受け，上記書籍［1］の AIDAFでの適用
と促進を勧められた．次の表 1に上記 Approachの
概要を示す．

写真 2 AMCIS国際会議でのWorkshopの様子
（Next Generation IS Leaders – Roles for 

Educational Institutions and Professional 
Associations）



経営情報フォーラム

234 経営情報学会誌

下の表 1のDigital Innovation Approach ［4］は，
3つの Phaseから成る．1つ目の Phaseは「（1）4
つの前提条件（Four Prerequisites）」であり更に上
記（1）の中で 4つの Step「Founder’s Core Vision」
「Scalable Idea」「Solve a Real Problem」「An Excellent 
First Interaction」で構成される［4］．これらの 4
つの前提条件を満たした後，Digital Innovationを
立ち上げるために，2つ目の Phase「（2）促進／加
速へのイベント（Catalyzing Events）」に進む．上
記（2）の中も 4つの Step「Double Trigger Events」
「Drafting Off Platforms」「Optimizing Algorithms」
「Viral Growth」にて構成される［4］．Phase（1）
と Phase （2）が成功裡に適用し実施されると初期の
Digital Innovationが立ち上がり，その後の持続的
イノベーションに向けて 3つ目の Phase「（3）持続
的成長への要素（Elements for Sustained Long-Term 
Growth）」に着手できるようになる［4］．前述の
米Carnegie Mellon MBAの Sean教授の推奨の通り，
AIDAF Framework ［1］についてもDigital Innova-
tion Approach ［4］の Phase（1）と Phase（2）を適
用し実践してきた結果，実際にDigital Innovation
が米国Globalを中心に立ち上がってきた次第であ
る．

2.2　 デジタルイノベーション・アプローチの実践
―4つの前提条件／促進・加速へのイベント

実際のDigital Innovation Approach［4］のAIDAF 
Frameworkへの適用と実践に際しては，まず Phase

（1）「4つの前提条件」の「Founder’s Core Vision」
を前述の「Global Innovative Solution Award（米国
ISACA国際本部）」の授賞式のインタビューにて
回答し公表している．更に Phase（1）の「Scalable 
Idea」も業種横断的に展開し「Solve a Real Prob-
lem」の Stepも国際的な情報漏洩の問題に対応［6］, 
良好な反応を得た． 更に，Phase（1）の「An Ex-
cellent First Interaction」の Stepも，2021年より開
始した米 Carnegie Mellon大学院 ISRの AIDAF教
育コースについて，世界 Top 5に入る大手Global 
IT企業の海外 EAコンサルティング部門や 2023年
1月には日本のデジタル庁の方々に受講いただき，
良好な Feedbackが得られた．デジタル庁の事務方
トップであるデジタル監浅沼氏と意見交換した様子
を，下の写真 3にて共有する．その後も，Phase（2）
「促進／加速へのイベント（Catalyzing Events）」の
Step「Double Trigger Events」にて AISの国際会議
AMCIS, ICISでのWSと Panel等での連続採択に
て促進／加速への各イベントも開催され，各 Phase
「Drafting Off Platforms」「Optimizing Algorithms」
についても関連参照アーキテクチャや分析アルゴリ
ズムを各国際ジャーナル誌にて提案検証し解説して
いる．

3.　おわりに

本稿にてご説明した通り，国際的に私の書籍［1］
と AIDAF Frameworkが Global AISや米国 ISACA
を中心に相当広まり，今後は更に米国カリフォル

表1　Digital Innovation ApproachのPhase/Step ［4］

3つの Phase 各 Phaseの要素，Step

（1）4つの前提条件
（Four Prerequisites）

Founder’s Core Vision

Scalable Idea
（規模の経済での拡大可能な Idea）

Solve a Real Problem

An Excellent First Interaction

（2）促進／加速への
イベント 
（Catalyzing Events）

Double Trigger Events

Drafting O� Platforms
（プラットフォームをドラフト）

Optimizing Algorithms
（アルゴリズムの最適化）
素早い拡散的成長（Viral Growth）

（3）持続的成長への要素
（Elements for Sustained Long-Term Growth）

写真 3 デジタル庁のデジタル監–浅沼氏
（撮影＝2025年 1月）
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ニア州立大学大学院やメリーランド州立大学でも
AIDAF Frameworkも基にした同教育コース科目が
計画され，更なるエコシステム社会に向けた共同研
究も米国の有力大学院・研究所と協議中である．
日本でもデジタル庁の方々に米国カーネギーメロ
ン大学院の同教育コースを 2023年 1–3月に実施し
た．今後も施策を検討していく予定である．日本で
の本研究会についても，今後 1年の活動で日本での
啓蒙活動も行っていく予定である．
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